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アメリカにおける南アジア研究の一側面

ー一雑誌論文を中心としての覚え益き―

まえがき

海外におけるアジア研究は近年一段と進歩を見せ， 1！！j

題の取り上げ方．接近方法もしだいに確立の過程をたど

りつつある。こうした涌外でなされるアジア研究の変容

過程ないしは実↑liをつまびらかにしようという試みは，

その多くが外！甜人（たとえばオーストラリア人）が自国

におけるアジア研究を紹介するとか，あるいはアジアの

側から見た外固のアジア研究紹介（たとえばインド人に

よるアメリカのインド研究紹介）といった瞑iのものであ

ったし，現在でも多分にそうであるが，蚊近はさらに外

国人が自国外におけるアジア研究を紹介するといった例

も現われている一ーたとえばアメリカ人 0.E. Clubb 

(1958, 59年）（注l)のソ辿のアジア研究紹介。こうした現

象は外国におけるアジア研究に対する関心の深化という

ことの 1つの指郷こなると思う。

日本においても外国（中でもアメリカが多いが）にお

ける日本研究とか，アジア研究あるいは東南アジア研究

という題の紹介涵文が莉干ある（注2)。これらの論文は日

本研究にll~するものを別として，アジアの中の日本が他

のアジアt佑目を研究するうえに外国におけるアジア研究

および研究体制に 1日の長を認め，その研究状況を紹介

し，今後のアジア研究に資するという意図においてやは

り日本のアジア研究に対する関心の深まりを示すものと

みて施しつかえなかろうと思う。

本稿ではそういった邸味において，アメリカの南アジ

ア研究を対象としたい。それはアメリカがアジア研究の

方法綸としての地賊研究の盛んな所であるからである。

さて板垣与ー教投はアメリカのアジア研究を見る楊合

の方法として， 2つ0)ことを提示されている。すなわち

文献展望的に問題の所在ないし按近方法を把握する方法

と，いま 1つは，学会，大学機1>!4で取り上げられる問題

に焦点を合わせ，問図傾向，プロジェクトの性格などを

明らかにする方法である（注3)。しかしながら，いずれの

接近方法を踏褪するにしてもかなりの期間と相当既協な

学識経験が不可欠な前提条件となり， 1社急にこれを行な
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うことは至難であるから，さしあたりその第 1段階とし

て今まであまり対象とならなかった雑誌論文のリスト・

アップという点に主眼をおき，その範囲で出てきた 1つ

の領l匈を‘迂え古きとしてまとめることにした。そして最

後に南アジア研究の中心である大学の筒単な紹介と，主

要なアジア研究者の名苅を付加した。なお本稿で主体を

なしている雑誌は，太平洋Itり囮調査会 (Americanlnsti-

tute of Pacific Affairs= IPR)の出している PacificAf 

fairs (1950~58年）と Fat· Eastern S,ヽrvcy(1950~58年）

で，これをアジア研究学会季刊 (Associationfor Asian 

Studies Ine.）の Journalof As加 Studies, Biblio-

graphy(1950~59年）によって作成した雑誌論文リストに

よって補足した（町）。なお1959年に発表された論文は，

1960年のBibliographyがまだ出ていないので， 手近に

あるもののみを付加するに止めた。

I 南アジア研究の一煩向

ここでの対象は，アメリカにおける附アジア研究がい

かなる変貌過和をたどりつつあるかということにある。

アメリカのアジア研究の発股史は当国の四北方への進

出，それに伴う接触滴囲の拡大と正比例して進展したと

いうことはしばしば冠われることであるし，また躯史的

必然性がある（注5)。したがってアジア研究照の初期，つ

まり 19世紀後半から20批紀前半における対象は当然の

ことながら中風日本が主体をなしていた。しかしこう

した研究体制は，第2次批界大戦を 1つの契槻として，

質的に大きく袈化するとともに，東南アジア， I柑アジア

との接触により新たな分野を1}蒻りし，かくてアメリカの

アジア研究もその幅を一段と拡張することになった。こ

こで対象とするiiアジア研究も，そうした脳史過程の中

で芽生えたものであるが，その研究体制あるいは方法論

を見るとやはり 1日の・長を認めざるをえない。そこで以

下itiアジアに屈する諸岡を対象とする研究の発展系滸を

概略してみたい。

(l) インド

itiアジア研究といっても，実伐的な；意味ではインド研
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究といえる。これは東南アジア研究の中心がインドネシ

アであるのとちょうど呼応している。いまここでPacific

A/lairs (1950~58年）に掲彼された南アジア関係の論文

を分類してみると第 1表のようになる。細かい数字はこ

第 1表 PacificAffairs (1950~58年）の

暉・加）IJ論文数

l月 名に文総数 1 比率（％）〖冨 it率（％）
ごア ! l l論文数 l
イソド 38 64.4 | 17 65.4 
，，しキスクソ 12 l 20. 3 i 4 I 15. 4 
セイロ｀／ 4 I 6.8 I o I o 
ネバール 3 I 5.1 I 3 I 11.4 
チペット 2 I 3.4 I 2 I 7.8 

----•一亡 ― ------—•-- -—•••一-_J_9 | 100.o I三 100.0

（注） Pacific Affairsはアメリカ人とアメリカ人以

外の寄協者でなりたっている。論文総数とはiilij沿

を合計した総諭文数である。

の場合大した意味をもたない。ただこの第 1表は南アジ

アというカテゴリーの中で， インドの占める圧伺的地位

を示すに十分であろう。この頻向はNの文i欲l刊録の中の

関係論文を分知すればさらに確実に淡づけられる（注6)。

このように位骰づけされたインド91iJf究は，かなり古い

初期の時代までさかのぽることができる。ただ古いとい

ってもせいぜい19l!!.:紀末から201止紀初頭であるが，この

時代のいわゆるインド学はだいたいサンスクリット研究

が母体をなしていた。したがって現在のインド学とは質

的に媒なっていたし，総合（iりィンド研究という見地から

すれば，ほとんど例外的といってもよいくらいである。

こうした初期のインド研究に比ぺ，第 2次Ill界大戦終了

後のインド研究は概して対象が古いところから新しいと

ころに移りその範囲も偏在から普迫というfiilijをたどっ

ている。ィンド人サーストリー (K.A. Nilnkanta Sastri) 

はアメリカのインド研究の発展系滸について 3つの領向

を指摘している(il:7)。（1) 現代史への関心が深まったこ

と，（2) 近代の社会・宗教改革巡勁とその代表人物につ

いての研究，（3) 計画経済へのl~.)心，が ::cれである。ま

ず現代史への関心の深化に関して，かれはその背後にあ

る研究態）立として「 1世紀半にわたるイギリス統治，より

一般的にいえば，西欧の科学，技術というインバクトに

対する古い文化のリアクション」という面でとらえてい

る。しかしこれは，古い隈史に対する対立概念としては

まさに 1つの大きな特徴を形成しているが， この点は脳

史学という独立分野としてよりもむしろその他の分野の

背ぶしとしてより祖嬰な役；刑を果た Lていると考える方が

良いと思うし，この、9紅に関してはのちに触れるつもりで

ある。つきヤtこ，社会・宗教改革とその代表人物の研究に

IJ!:Jしてぱ，これがいわゆるインドルネッサンスと呼ばれ

るもので，その中心人物には，ラージャー・ラーム・モ

ハーン・ローイ，ダヤーナンダ・サラスヴァティー，ヴ

イヴェカーナンダ， ラーマクリシュナ・パラマーハンサ，

アウロピンド・ゴーシュなどがいるが，サーストリーは

これが特徴であるという諭拠として， シカゴ大学でヴィ

ヴェカーナンダの講座を鉗年淵いていること，ならびに

．同大学の歴史学教授StephenN. Hayがフルプライト奨

学臼金を得て，ラーム・モハーン・ローイの研究のため

にインド［こ派近された， という例をあげている。この点

だけで 1つの特徴といえるかどうかははなはだ疑間であ

るが，これも伝統社会への変1[tを試みた迎勁への注目と

いう点で依向としてあげたのであろう。私見としては，

雑誌論文を分類墜理することにより得られた結論から推

して，かれが蔽後にあげている点，つまり計画経済への

1閑心，特に経済l}り発の伝統社会に対する相互I掲辿性の研

究がかれのあげている第 1の領向をも含めてアメリカに

おけるインド研究の中心的特徴であるように思われる。

そこで以下雑誌論文から得た 1つの領向をまとめてみよ

う。 wの文献目録を参照されればだいたい推察できると

思うが，さらに入手可能な論文を参照して得た傾向は大

ざっばにいって 3つある。第 1に， 1953年ごるまでの問

題の取り上げ方，接近方法，分析は，現状分析というよ

りむしろ事‘ti'/紹介fl勺色彩がぬ）店である。第 2I、こ 1切題意

識方法論の転換期は1954~55年ごると思われる。そし

・c悌 3は，学Ilり分野においては経済学，社会学の分野に

変化が箸しい。:けた1954~55年を坑として従来飯努であ

った政治学分野の研究が経済学，社会学分野にその地位

を浪る。

まず第 1の点に関しては，ばく然としすぎてはいるが，

IIの南アジア研究のプロジェクトを見てもわかるように

だいたいの研究体制が終ったのが 1951~54年であるか

ら，いわゆるここで特徴の背批をなしている地域研究の

成果が具体化するのは少なくともこの期II．． りないしそれ以

前ではありえない。事実 F_arEastcnz Survey (1950~ 

53年）の論文を昂ると，雑誌そのものの性格が時論的で

ある点もあるが，対象としているIIIJ坦はほとんどその当

時の現実l切坦であり，取り上げ方も湘実そのものを伝え

るといった実証的論文に始終している。もらるん例外は

あるわけであるが， PacificA/fairsの場合においても多

分にそうである。そしてこの雑誌の場合さらにこの期間
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におけるアメリカ人学者の論文と，アメリカ人以外の学

者の諭文の問に問函意識の差が認められる。

第2の点，つまり問題．識，方法諭の転機に関しては，

前に触れたように1954~55年を転期として大学のアジア

に関するプロジェクトが軌道に乗り出したと兄てよく，

かつ対象課題の分散および細分化と分析要具の統合とい

う過程を経て年代の下がるにつれて問囮意識も鮮明にな

ってくる。そこでこのような似向を単純に茄：的に測定す

ることに対する不安は依然として残るにしても， Pacific

Affairs (1950~58年）におけるインド関係の論文を年

代別，研究者国籍別に分類してみることにより，時代的

転機という点を別の面から見ると第2表のようになる。

これによると論文数が1955年を契機としてアメリカ人に

よる諭文とそうでない論文とが入れ替わっていることに

気づく。これは強力な指探とはなりえないが，その他の

第2表 PacijicAIfairs(1950~58年）のインド

および南アジアの年代別論文数

年次 1竺吐竺―l1952|1953|ど |1955|1956|1957|1958

人種別—•I}じ位1A|F|A記A|F|Ai叫F沖1面

い唱；翡I圃叫喜詞圃扇
（注） A=アメリカ人， F＝アメリカ人以外を示す。

条件を加味するとだいたいこの時期をもってアメリカの

ィンド研究が軌逍に乗り，さらに主体性をもち始めた時

としていいのではあるまいか。そこで前に触れた対象課

題の分散，細分化と分析要具の統合について触れる必嬰

があるが，そのためには地域研究 (areastudies)を説明

しなければならない。地域研究とは従来の定義に従え

ば，ある課阻を多角的分野から分析しそれを総合して解

明する研究である。もっと具体的にはアジアの間囮を解

明するにほ洒欧で発達した1社一要具による分析では不可

能であるという •11fi提に立ち，それを広義の「社会学（I勺接

近方法」， つまり「社会学的接近方法だけでなく，経済

学的・政治学的・文化人類学的・社会心理学的アプロー

チの総合」（注 8)が必要であるというのである（注9)。以上

のような内容をもった学問が「広義の社会学」というこ

とばで表現されてしかるべきか否かは技術の間題である

が，このように定義された地域研究の方法論は一見初期

の社会学への逆流とも見られる。しかし現在窃疫に専判

化した分野が比餃的未分化の状態で総合されていたころ

の社会学と，専門化した独立分野の総合としての地城研

究とは根本的に相迩することほもちるんである。ただこ
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のような初期社会学の形式をとっていることは，その対

象が低淵発諸国であることに依存するし，さらに補足す

れば地域研究の方法論には文化人類学ないし社会人類学

の方法論の彫評があるのではないかと推測されることで

ある。けだし文化人類学ないし社会人類学の方法論は原

則として未淵集団を対象とし，ある選択された小集団を

撤底的に実態謂査し；そこで組み立てられた仮説ないし

理論を普迫化しかつ比較することにある。以上のように

推諭することが許されるならば，それをも含めた地域研

究と，前の分散；細分化と統合ということは相互に説明で

きる。すなわちIVの文献目録にもある甜度表われている

が，年代が下がるとともに対象とする課図も多方面にわ

たり，かつ取り上げる範囲も狭くなる。そしてある選択

された小集団ないし地域の現地調査を行ない，そこで組

み立てた仮脱ないし理論を一般化しようと試みる case

study U.)論文が目につく。たとえばウッ/)レ・プラデシ

州の土地改革を「月題とした W.C. Neale -(1956年）の論

文とか，パンガロールのエ菜に焦点をしぼり，公共企業

の管理形隈と工業発展における地位を主題とした G.B. 

Baldwin (1957年），ポンペイの州再糊成をえがいた M.

Windmiller (1956年）， その他多数の論文があり，単行

本も含めるとさらに多くなる。このような顛向はアジア

研究だけの特殊現象ではないにしても，地域研究の必然

性とともに問題意識の鮮明になることを意味すると解L

てもいいのではあるまいか。またこれと同時に分析要具

の統合も地城研究の結果として生じてくる。つまりある

1つの経済現象を分析する湯合，純粋経済理論的に分析

すると同時に，その背後にありそれを規定しないし影昏

を与えている種々の非経済的条件を解[JIIする必要があ

る。 問題は後者にあるわけだが， その共体例としては

M. B. Singer (1956年）の経済淵発における文化価値を

主題とするものや，経済I｝財I発における政治の役割を扱う

W. Malenbaum (1958年）のもの， さらに代表的と思わ

れる MyronWeiner (1959年）の論文がある。ウィーナ

ーはその中で，社会的・政治的変化のダイナミックスを

明らかにするかぎは politicalleadershipであるとし，

この間函を四ペンガルに限定し， 40年にわたる political

leadershipの痰過と経済IJH発に対する関連性を特に設村

出身と都市出身の躁且の割合という点で分析し，今後の

展堕を 1つの仮説として打ち出している。この論文は現

地人の間でかなり批判されているようだが一特に統計

数字にたよりすぎているという点で一ー問題提起．方法

論としては注目して良いし， 1つの煩IfiJとみなしてもい
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いのではないかと思う。

第 3の点，すなわち政治学分野の仮勢が1954~55年を

転機として経済学，社会学のそれに代わることであり，

後者において変化が著しいということに関しては節 3表

を見ていただきたい。この表はIVの文献目録の中の政治

学・経済学関係の論文を年代別，課題別に分類したもの

である。

級，特に下附階級の反応と変化などが典味ある対象とな

っている。

(2) パキスタン

アメリカにおけるバキスクン研究は，附インドという

カテゴリーの中では，第 1表に見るとおり相当の開きは

あるがインドのつぎにくらいする。研究課題にしてもも

第3表 インドの政治・経済関係論文の年代別

課叫別分類 (1950～没年）

一一-----一年次
分類 一—__|1950 1951 | 1952l 1953 | 195i| 1955 | 1956 | 1951 1958rrl• ! | 1 

っばら政治学分野であり， PacificA/f afrsのパキスクン

関係の論文の中でもアメリカ人とアメリ

カ人以外の論文とでは総じて問題意識の

差および対象範囲の狭さが見られる。目

下そのおもな対象は政治的安定という課

題が前提となり，民主主議，議会政治（い
政 治 関 係

政 党 1 1 2 1 1 1 7 
困 際 関 係 1 1 1 1 4 
外 交 政 策 1 1 1 3 
民主主義・選挙 3 1 2 1 7 
恨 際 紛 争 1 1 1 3 一 2 1 ， 
そ の 他 I 1 3 1 6 

--- -- - --

iI I・ 

経 済 関 ．係
経 済 叫 発 1 1 1 3 6 3 2 17 
此業(:1.：地・企視） 1 1 1 2 5 
村 落 [JII 発 1 2 2 2 7 
労 鋤 1 1 1 2 3 8 
経済＋政治・社会 1 1 3 5 
外 困 企 菜 1 ． I 2 

| 3 | 3 |-.5 i 3| :|  5 l叶可可 36

ずれも西欧で発達したものへの適応とい

う観点から）に閲連したもの，および不

安定原因としての康酉両地域間の相途の

問題などである。たとえば1950~59年の

当国閲係論文12のうち政治関係が10で，

その内訳は東パキスクンを主題としたも

の4,対インド紛争に設4するもの 2，対

アメリカ外交l対係1, その他 3となっ

ている。おもな学者としては Stanley

n
i
j
 

この表で1954~55年を転機として経済学の分野が政治

学分野に級先することが一応批的に示されている。この

依l句は対象国が低開発地域である以上，政治的独立と経

済自立ないし経済体制確立とのll¥]にかなりのクイム・ラ

グがあることを考えれば当然のことかもしれないが， 1司

様のことは他の諸国にも適応されることである。賀的変

ll| 2i汀叶 3|91叫 5|lo|44
- M紅 onと KeithCallard 2人だけであ

り， llij者の「東パキスクンの問題」（1955

年）および後者の「パキスクンの政治的安定」 (1956年）

は政治的不安定の将後にある宗教的・人種的悩見にまで

触れている点はおもしるい。また雑誌論文にl附するかぎ

りアメリカ人の古いた経済限係の論文はなく（またあっ

てもわずかであると思う），PacificAffairsにおいて経済

1:1¥-1係の執嘩者は限られた・バキスクン人であり今後の発展

が期待される。また蛇足ではあるが，バキスタン研究は

イスラム研究の中心たるマクギル大学 (McGillUniv.) 

化にIllしてはたとえば第 3表の政治学分野において，「政

党」の欄0)7論文中4論文が共産党を主囮としたもので

あり， 「国際lil係」の論文はすぺて対アメリカ外交政策

に関するもの，「国際紛争」はインド・パキスタン紛争，

特にカシミール問題がほとんどである。またその内容も

さほどの姻化はみうけられないのに反し，経済学分野の

変化は「経済＋政治・社会」および「村滸」の欄にみら

れる。このことは第2の傾向としてあげた点と重複する

が，広義の経済淵発という課函が前提となり，それを阻

唱あるいは促進する•さまざまな嬰因が注目されてくる。

特に伝統的価値鋭が経済淵発というインパクトに対しい

かなるリアクシ sンを示し，かついかなる変貌を見せる

かという課幽が中心となり，これに関述をもつリーダー

シッブの問題， ビジネス・グルーブの作用，あるいは階

で芽生えつつある。

(3) ネパール，チペット，セイロン

ネパール，チペ・ットの南アジア研究に占める地位は低

い。ネバールに閲する研究は，大学においてはカリフォ

ルニア大学のプレス・ダイジェスト・プログラムの中で

インドの禍産物という形で行なわれているだけである。

1950~58年の関係諭文もわずか6紺で， もっばら政治分

野であり， WernerLeviの独坦上である。チペットに関

する論文もネパール同様6紺であるが，いずれも政治学

分野であり，中共支配下のチペットの全般的叙述という

域を出ず，インド研究に見られたような依向はまだ見い

だせない。最後にセイロンにOOするものは，調ぺt.:範囲
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ではアメリカ人による雑誌泊文を見つけることはでき

ず， PacificA(lairsとF“Eastcms町 veyのセイロン

関係論文もすべてセイロン人によるものであったから，

確定的なことはいえない。ただアメリカのセイロン研究

はこれからという段附ではなかろうかと推測されるのみ

である。

以上国別に大ざっばな鋲向を見てきたが，分析の対象

が雑誌論文であるという制約ならびに日本で入手可能な

論文に限界があったために当初の．図が十分迷成されな

かった。しかし結局のところ，南アジア研究はインドに

よって代表されているといえる。したがってここにおけ

る煩向をアジア研究全般に通ずる煩向とするにしま，単行

本，モノグラフその他の諸条件を考應しなければならな

いが，加えらるべき諸条件と当初の 2つのアプローチ，

特に後者は今後の課題として残すとしてここではもっぱ

ら限られた範囲中での傾向をまとめてみた。

（注 I) 0. E. Clubb (1958, 9年）とあるのはIVの

文献日録の1958,9年のところに論文が収舷されること

を．味する。

（注 2) 板垣与一稿，「アメリカのアジア研究」，『外

交季刊』，第 5務，第 1号。 110 I-L1捷雄稿「アメリカに

おけるアジア研究」，『アメリカーナ』， 1956年2月号。

アジア政経学会， 「世界におけるアジア研究」， 『アジ

ア研究』，第4巻，第4労。 l函会図苫館， 「アメリカに

おける日本研究」。

（注 3) 板垣与一秘，『前掲古』，50ページ。

（注4) アメリカでアジアIUJJruのみ扱っている雑誌

は PacificA/lairs と FarEastern Surveyおよび

Journal of Asian Studiesである。 PacificAffairsは

広く悔外に；論文を求め， したがって固際liりであり投稿

者もはとんど大学関係者である。 FarEastem Survey 

は主としてアメリカ人の論文によって占められ，投稿

屯iも大学教扱から会社n,ジャーナリストと多彩であ

り，比較的時論的色彩が強い。 Jouriialof Asi<m Stud• 
iesは主として中 1荊・日本関係で， 脳史・文学関係が

多いので文献日録に利JI!するにとめた。その他 Eco-
nomic Development and Cultural ChangeとかForcig”

Affairsもあるが， ここでの主辿からして適当でなか

ったので恨餃した。

（注 5) これに1関しては K. S. Latourette, "Far 
Eastern Studies in the United Sta臨： Retrospect
and Prospect," Ear Eastern Quarterly, Vol. xv, 

No. l. Nov. 1955.が今考になる。

（注6) 総論文122のうちイソト•98, バキスクン12,

ネパール，チペット 6となり，インドの全体に対して

占める割合は80％である。

（注 7) K. A. Nilakanta Sastri, "Indian Studies 
in America," Tile Illustrated Weekly of ~ndia, April 
19, 1960. 

，。

（注 8) 板垣与一秘，『前掲1.t』,52ページ。

（注 9) 地城研究には広い範間の基礎知識をもち同

時に特定のWr11分野をもつ幾人かが共同してある課題

を多角面から接近し解明するものと，いま 1つは 1人

の人l間が多くの分析要兵を統合して解明する楊合が考

えられるが，本秘の場合雑；誌論文が主体なので後者に

r(，点を骰かざるをえなかった。

II 南アジア研究の中心機関

ifiアジア研究といわず，’アジア研究の中心機関は大学

である。南アジア研究に1関しては主として 4大学があげ

られる。すなわちシカゴ大学，カリフォルニア大学（パ

ークレー），ペンシルパニア大学およびマサチューセッ

ッ工科大学（通称 MITと呼ばれる）である。したがっ

て以下この大学に関してアウトラインを記すことにす

る。もっとも1Ji]に述べたように南アジアといってもイン

ドが中心であるので，インド研究の紹介みたいになって

しまった。なおここで参考にした文献は前掲板垣与一税

「アメリカのアジア研究」と AmericanInstitutions and 

Organi叩 tionsinterested in Asiaである。

(1) シカゴ大学 (Universityof Chicago) 

シカゴ大学における南アジア関係の学部は (1)Com-

mittee on South Asia Studies, (2) Dept. of Oriental 

Languages and Literature, (3) Research Center in Eco-

n~mic Development & Cultural Change, (4) Dept. of 

Antluopology の中の ResearchProgram on Inter-

cullural Relationsと4つある。 (1)は G.Bobrinskoyと

M. Singer．が指揮していて， 対象地域は東南アジア，

南アジアの企城である。 1954年の設立で学間分野は人類

学，地理学，歴史学，．—ii賠学，哲学，政治学，宗教学，社会

学におよび，語学研修は，中困語，ペルシャ郡，サンス

クリット語である。この委且会の強調する点は，社会科

学およびヒューマ．ニティーにおけるいくつかの原理を通

じて［瓜！係地域の知識 (areaknowledge)を啓発すること

にある。 (2)に関してほ， ・a'語とヒューマニティーに主眼

成が此かれており， 1951年設立された。対象地域は中国

とインド，学間分野は考古学，歴史学，文学，哲学，口・

語学で，部長は G.Creel Herrleeである。 (3)はシカゴ

大学のみでなくアメリカの学界で汲も注目されるもので

あり，経済発展と文化変勁とし、う分野における種々の問

題の実験的な検討の場として Economicpevelopment & 

CulttヽralCha91gcという季刊の雑誌を発行している。「こ

の雑誌に収録された論文が，いずれも東南アジアの開査

研究上の方法論的反省を促すような問題提起的好篇であ
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ったために，若い研究者た・ちにとって学界で認められる

狂龍門たる観を呈し」（注10)ている。しかしこの雑誌は単

にアジアのみを扱っているわけでなく，特にアジア諸固

を含めた全世界の低開発地域ということになっている。

1952年の設立で編集疫任者は恥rtF. Hoselitzであった

が，最近 M.Manning Nashに交替したそうである碑11〉。

(4)はさして誼要と思われないが， 1952年に設立され，対

象地城は中国，インド，インドネシア，バキスタン，ア

フガニスクンであって，主として中国，インドおよびイ

スラム・11!:界に注意を集中している。ここの役邪j（ま，柊l:；!}

活勁，実態調森を支援し， l関係地域叩"l家によるセミナ

ーを1}り催し，報告因を出版するというのであり，衣任者

は M.・singerである。シカゴ大学に屈する研究者につ

いてはII1で一括して触れるが，性格として社会学分野に

先んじているようである。

(2) カリフォルニア大学 (Universityof California, 

Berkeley) 

この大学のアジア研究は Instituteof International 

Studiesで行なわれ，範囲は中匡l, 朝鮮からインドにわ

たっているが，この研究所の中で南アジアを担当してい

るのは Centerfor South Asia Studiesである。この中

にはいくつかのプログラムが含まれているが，人類学的

見地に立って，ィンド村硲の文化的・社会的変化，特に

哨インドの伝統的文化および Kotaの構迩と変述の研究

を行なっている Indian village studies project (D. 

Mandelbaum)，ならびに25種の町lj ・遇r•Ij新 lltl ，政府l1]

行物9)'Cの他の賢料を体系的に整理し，現代インド，ネパ

ー）いlitliの多くの局面を浮き彫りにしたモノグラフ・シ

リーズを発行している Indianpress digests project (M. 

W. Fis~er, J. V. Bonclurnnt，設立は 1951年）， および

インドの政党，リーダーシッブ，主淡な政治的事件の説•l

究研究を行ない，現在インド共脱党，社会党，国民会議

派，二f（社会の遥学僻ll変，首『｛｝リージョナリズム，チャ

ンドラ・ポースの政治的経陀などの研究を行なっている

modern India project (Richard L. Park,'立は 1954

年）がある。なおこの modernIndia projectで注目す

べきは，アジア研究学会 (Associationfor Asian Stud-

ies Inc.）の南インド研究委員会との共｛椛で1956年「イン

ドにおける政治機構とその指迎性I•こついて」というテー

マのセミナーを1}[・J催したことであり，カリフォルニア大

学が南アジア政治研究の中心であるといわれるゆえんで

ある。そして汲後に SouthAsian language projectが

あり，サンスクリット， 1::.ンディ，ウルドゥの諧座を開

いている。

(3) ペンシルパニア大学 (University of Pennsyl-

vania) 

ここでは (1)Dept. of Oriental studies, (2) Dept. of 

South Asia regional studies, (3) Foreign policy re-

search instituteがあり， 1959年で完了したが Pakistan

technical cooperation projectがあった。 (1)に関しては，

日本，中困，朝鮮，セイロン，インド，ネパール， アフ

ガニスタンを対象とし，考古学，歴史学，百語学，文学，

哲学，宗教学の講座をもっている。しかし主としてiii3

者に煎点をおいているので，語学研修も多くの諧座を設

けている。すなわち中国， ドラヴィダ， ヒンディ，ィン

ド・アー 1)アン，日本，パーリー，ベルシャ， プラクリ

ット，サンスクリットである。 (2)は1948年の設立で対象

国はインド，ネパール，セイロン，バキスクン，アフガ

ニスタンで，学問分野も，人類学，芸術，経済学，地理学，

歴史学，酋胎学，文学，政治学，社会学の広範囲にわた

り，語学諧座もペンガーリー， ヒンディ，マラヤラム，パ

ーリー，ベルシャ，サンスクリット，シンハ 1)ーズ， ク

ミール，テルグ，ウルドゥについて1mいている。部長は

Norman W. Brownで，この学部の特色はアジア， ョ

ーロッバ，アメリカの他の地域から芸術，企業，教育，

ジャーナリズム，公共企業，その他の専門家を招へいし；

連続の特別諧座をl附くことと， 4且年夏にインド，バキス

タンについて特にインテンシヴな語学研修に力点をおい

た購座を1}t」｛椛することである。 (3)は1955年設立されたか

なり沿i水準の外交研究機数］で，アジアに1対する菜紐とし

てアジアーアメリカの緊張に関する研究， 日本，ィンド，

インドネシア共敬党研究を支援したことなどである。こ

の大学が言語学にすぐれているといわれるのは，（2）に述

べたことによってIJJ白であろう。

(4) マサチューセッツ工科大学 (l¥fass;.1chusetls Ins ti-

tute of Technology= MIT) 

この大学のアジア関係の機Iilは 1952年設立された

Center for International Studies (Max F. Millikan)で

あり，全アジア地城を対象にしているが，特にインド，

インドネシアに煎点をおいている。このセンターは調査

研究の対象分野として 4つのプログラムをもち，その中

でさらにいくつかの特殊調査研究のプロジェクトが組ま

れている。 4つのプログラムとは， （1) i international 

communication, (2) economic and political develop-

ment, (3) U. S.——Communist bloc relations, (4) 

American Society in the worlcl settingであり，その
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中の特殊プロジェクトをあげれば， 「インドの英語で教

育された屈の社会的性格」，「インド村落内外を結ぶ怠志

疎通手段J.「主要事件に対するインド，アメリカの新聞

論岡」，「インド社会における知識人の役叫」，「インドお

よびインドネシアの経済成長分析」などがある。

いことであり，学生がある 1国を研究する場合， tことえ

ば経済学がWI'~であってもそれ以外のすぺての課目につ

いての基礎知識を修得しなければならないことである。

それに語学講座も公用語だけでなく，主要方首まで開講

していることも注目に値することと思う。

以上述ぺてきた 4大学以外にも南アジアを研究してい

る大学があるが，今回は主要なもののみを対象とした。

なおここで注泣ですべきことは学問分野つまり購座数が多

（注IO) 板垣与・一秘，『iりJ掲・：!！』， 64ページ。

（注11) 『同I::;!t;』， 64ページ。

皿 南アジア，東南アジア1見係のおもな研究者名約

1 インド

氏 名 ― ―l大 学機関名
..  

専．門テーマおよび菜紐

George Baldwin 

Ernest Bender 

A. K. Biswas 

J. V. Bondurant 

W. N. Brown 

B.'F. Cohn 

J. A. Curran 

Kingsley Davis 

V. M. Dean 

M. B. Emeneau 

Margaret W. Fisher 

Constance A. Freydig 

H. J. Friedman 

H. C. Gray 

J. J. Gumperz 

Stephen Hay 

Norvin Hein 

D. H. 1-1. Ingalls. 

Ralph James 

J. K. Kautsky 

J. Korbel 

Hellen B. Lamb 

Richard D. L.,mbert 

Werner Levi 

Wilfred Mnlenbaum 

David G. M叫 elbaum

McKin Marriot 

Max F. Millikan 

Frank J. Moore 

Walter C. Neal 

M. E. Opler 

Oscar Ornati 
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MIT,経済学

ベンシルパニア大学，酋語学，文学

Mrr，経済学

カリフォルニア大学

ペンシルパニア大学，言語学，宗教学

シカゴ大学，社会学

IPR, 1Jサーチ・アソシェイ 1ヽ

カリフォルニア大学

外交協会，紺集者

カリフォルニア大学，国語学

カリフォルニア大学

ヵ•,)フォルニア大学

ミシガン大学，政治学講師

外交協会， リサーチ・アソシェイト

カリフォルニア大学，臼語学

シカゴ大学，脱史学

工業発展（企菜管理，公共事業，政府の役~)

ペルシャ柄， ヒンディ文学

経済l}り発（経済成長と人口増加）

プレス・ダイジェスト紺集者

宗教，首語（サンスクリット）

インド下府階級の研究

人口問題

インド，インドシナ，フィリビンの政治

酋語問題，サンスクリット

プレス・ダイジェスト紺梨者

土地問題

ソーシャル・リーダーシップ，連邦と工業発展

アメリカの対インド穀物援助

ヒンテ＇ィ語，農村淵発と溢語 I!Illfl.i
インド社会改革（ラーム・モハーン・ローイ）

エール大学，宗教学 • ヒンドゥ教，比校宗教学

ハーパード大学，文学 サンスクリット

MIT, インダストリアル・リレーション 労卿暉（労働組合）

ロチェスター大学，政治学 共産党

デンパー大学，政治学講師 カシミール11!J穎

MIT,'Jサーチ・アソシエイト

ペンシルバニア大学，社会学

ミネソタ大学，政治学助教授

ペンシルパニア大学，経済学

カリフォルニア大学，人類学

シカゴ大学，文化人類学

Mrr，経済学

カリフォルニア大学

テキサス大学

コーネル大学，人類学教授

コーネル大学， N.Y.スクール・オヴ・
インダストリア）レ・レーバー・リレーシ
ョンズ助教授

ピジネス・アントロプルスール

労倣Ill]風下屈階級

外交政策，ネパール，チペット

経済成・足と開発計画（中共との比較）

村樅カースト

インド村落研究

経済思想， ロストウとともに後巡囲援助政策

土地ll1]幽， タイに関する一般

土地Il}j題，小炭（パンジャブ）の価格変動

インド村浴研究

労拗1関題（貨金，組合）
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氏 名 大学機関名
. 
N. D: Palmer 

Richard L. Park 

W. F. Rivers 

J. R. Roarch 

George Rosen 

B. N. Schoenfeld 

T. J. Shea 

M. B. Singer 

D. L. Spencer 

Irene Tinker 

Myron Weiner 

M. Windmiller 

ペンシルパニア大学、政治学

ミシガン大学，政治学

スタンダード・バキューム会社，カルカ
ッタ支店長

テキサス大学，政治学教授

MIT,経済学

テンプル大学，政治学助教授

ペンシルパニア大学

シカゴ大学，文化人類学

南イリノイ大学，経済学教授

カリフォルニア大学，政治学助教授

シカゴ大学，政治学助教授

iカリフォルニア大学，政治学助教授

琳門テーマおよび業咎t

インド外交政策

政治一般

インドの外国企業

経済開発

工業発展

ケうラ問題＇ネパール政治

土地・殷村問題

疇瞑，経済l開発と社会嬰因との関述

経済開発（企業）

I造学の比較検討（インド，ィンドネシア，マラヤ）

政党（国民会議派）

共庶党
・ • -·細• ~ ~— 

2 バ＇キスタン

氏 名

W. Eberhard 

Keith Callard 

Stanley Maron 

J. B. Schetchman 

R. B. ・Wheeler 

R. Wright 

大学機関名

カリフォルニア大学，社会学準教授

マクギル大学，政恰学準教授

]、I/f"jテ ー マ お よ び 業 紹
--．．．-

芍．門は中共，紋近パキスタンの晨村研究に従事

政治（政治安定）

カリフォルニア大学，人類学 I政治（東パキスタン阻J臨）
人口問題1、!i．F)家

カリフォルニア大学，政袷学，リサーチ• I政治（総仔）
アシスタント

ニューヨーク市立大学 I学生問題， インドネシア

3 チペット

氏 名 大学機関名 J、lj.P'lテーマおよび業鋲

G. Ginsburgs 

M. Mathoo 

M. L. Niemi 

F. W. Riggs 
••... 

4 ネバール

カリフォルニア大学（ロス），

カリフォルニア大学（ロス），

デューク大学，政治学

ェール大学，政治学

政治学麟i 行政問題

大学）浣 ・1行政1l瞬

中共支陀下のチペット

チベット一般およびインドシナ問題

学

学

竿大

大
タ

ル

ソ

プ

大

ネ

ン

u
 

名

Idfe 

•VLen 
e

o

 

L
e
h
 

氏
一
〗
ぃ

i
W
B
 

腹！閲

政治学助教授

政治学教授

名 専門テーマおよび業飲

1;,バール政治一般，チペット，インド元屑百云云

新憲法

5 インドネシア

氏名

John P. A:rmstrong 

H. J. Benda 

R. C. Bone 

J. 0. M. Brock 

J. M. Brown 

大学機関 名 ！ ig．門テーマおよび菜糾

ジョンズ・ホプキンズ大学，政治学 政治一般

エール大学 1イスラム研究，共産主義

コーネル大学，東南ア・プログラム勁務 l政治（政党，速挙）

ミネソタ大学，地理学部メンバー 東インドネシア問題

政治学 l政党，インドネシア，オランダ関係
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氏 名 l 大学機捌名
-- r.  

Edward M. Bruner 

Denzil R. Carr 

B. R. Compton 

John M. Echols 

Rupert Emerson 

H. Feith 

L. S. Finkelstein 

C. Geertz, 

E. Grasberg 

Everett Hawkins 

Benjamin Higgins 

William C. Hollinger 

G. Met. Kahin 

Frank L. Kidner 

Ruth T. McVey 

Douglas S. Paaw 

G. J. Pauker 

Karl Pelzer 

Richard Wright 

エール大学

カリフォルニア大学，目．ili学，大学

コーネル大学，雷語学教授

ハーパード大学，政治学教授

コーネル大学，政治学

IPR, リサーチ・アソシエイト

カリフォルニア大学，人類学助教授

MIT, 経済学

MIT, 社会学

テキサス大学，経済学

MIT,経済学

コーネル大学，政治学助教投

カリフォルニア大学，経済学

政治学

MIT, 経済学

カリフォルニア大学，政治学教授

エール大学，地理学教授

Iニューヨーク市立大学

・・---・・・ 
I )J1: ri1テ ー マ お よ び 業 ふ't
l 

lスマトラ，パクック族研究

インドネシア語，文化史

政治（選学），村落研究

インドネシア言語学，東南アジア文学

マラヤ，ィンドネシアの英・瑚統治の研究，ナ
ショナリズム

政治楷造（行政，迭学，外交）

教育，述邦問題など，マラヤ政治

経済に対する社会要因の連伐l

投箕問題

経済開発

限民所得，国際貿易，国際収支

政治（ナショナリズム）

共産党

経済I)月発における資金調述

経済l}tl発

農梁問題（スマトラ）

労佛li1J題

6 タ イ

氏 名

R. J. Coughlin 

Beth Dickerson 

William J. Gedney 

J. K King 

D. E. Moore 

A. Pickerell 

Laurinston Sharp 

G. W. Skinner 

David A. Wilson 

Walter F. Vella 

A. Yoder 

7 ビルマ

大学機！ij 名

エール大学，大学院

コーネル大学，東南ア・プロのスクッフ

コーネル大学

パージニア大学，外同事梢部助教授

カリフォルニア大学院，政治

カリフォルニア大学，新［闊学巡教授

コーネル大学，文化人類学教授

コーネル大学， リサーチ・フェロー

コーネル大学，政治学

コーネル大学，政治

外務省珈務＇訂（クイ駐在）

w /'~テーマおよび業絞
クイの蔀僑，仏教

クイのビプリオグラフィ

タイのt'り民（翻訳）

官僚組織と共能主義

選学

選邪

村浴，品梁Il!J題
旅低（インドネシア，クイ）

選粘，政党

外匝l投貸

氏 名 大学機関名
ー・

Robert Allen 1経済学

John I・I. Badgley ジョンズ・ホプキンズ大学学生

J. Marvin Brown Iコーネル大学，百語学教授

John F. Cady オハイオ大学，歴史学部メンパー

E.E. Hagen | 
p. H. Hauser Iシカゴ大学，経済学

William C. Johnstone ¥ジョンズ・ホプキンズ大学，政治学

糾棠ぴ

義

よ軍

。

主

癖

才マ

共

計

と

統

治

一
テ

語

政

題

マ

の

間

レ

ァ

ロ

n
 
＇ l
)

 

7

ト

ピ

ジ

発

人

般ァ
聞

一

-
J
 

9

9

 

劫

治

ィ

南

済

発

治

貿

政

夕

東

経

淵

政

_

-

＇

,

9

,

 

94 



”““”“””‘’“'‘““‘““”‘“',’”“'9999‘”””99^”’’””‘ ----• ---—ー・—--- •一 ・ー・-9 -.~-———•--—-•一•---• • •--—·——ー．資 料”’”””””‘‘セ＝＝

氏 名 l 大学 機 lY-l 名 I :lu.「＇]テーマおよび浜鋲

Josef Silverstein コーネル大学，政治学講師 政治（選祁）

F. N. Trager ニューヨーク大学，国際関係論教授 政治，外交

J. Welsh シラキウス大学，経済学諧師 経済l}付発
ー•-- ー ・・---・---・・・・-― ------ ．---

8 マ ーフ ャ

氏 名 大学機関名 I lII: r’'Jテーマおよび業 St
9 - -＿ 1 - -- - ----- -••...---．ー・•一 -9 - --

d L. Butwell ジョンズ・ホプキンズ大学，政治学 ・1ラヤil'i（甜，東i対アジアの共殺主義，ヒ

P. L. Kleinsorge オレゴン大学，経済学教授 •マラヤ経済

Lennox A. Mills コーネル大学 一般

J. N. Parmer ジョンズ・ホプキンズ大学，経済学 マラヤ経済，労働組合
＇ P. Spear j政治学 政治l | ----..•—---·-- -・一...一・•• _．．．ー・一 •一-·ー．．．．ー・●·--···一-·--------· ----------・・・．ー・，らー・ ー・ --・・一・...--·•... 

9 ヴェトナム

氏 名 大学機関名 i.1/'. l"l テーマおよび業糾

J. C. Donnell 

J. T. Donsey 

M. S. Farley 

E. J. Hammer 

Robert B. Jones Jr. 

Roy Jumper 

T. Shahad 

D. Wurfel 

カリフォルニア大学院

ミシガン大学，政治学対し教授
| 
； •一般

IPR,刷堺 ！政治，外交関係，その他フィリヒ゜ン． 日本

ェール大学．国際研究所メンパー 1政治一般

コーネル大学， Ki語学助教授 l .—・ ビルマ，クイ，ヴェトナム語

ウェイク・フォレスト大学，政治学助教授 政治（行政，政策，官僚）

ニューヨーク・タイムス勁務 1経済l}f1発

コーネル大学 1農地改革， フィリヒ°ンの殷地改j'(,:

10 その他

氏 名 大 学機 1対名--- I_＿ 専． f＂］テーマおよび業紐

Francis M. Bator 

G. B. Cressey 

Harold H. Fisher 

N. S. Ginsbmg 

Frank H. Golay 

B. F. Hoselitz 

Edward P. Holland 

Manning Nash 

Lucian Pye 

E. A. Shils 

Virginia Thompson 

P. Talbot 

C. Wolf 

MIT,経済学

シラキウス大学，地理学

シカゴ大学，社会学

コーネル大学．経済学準教投

シカゴ大学，経済学

MIT,経済学

シカゴ大学

MIT,政治学

シカゴ大学

I Richard Adloffとともに

I 

後進同の経済1m発
アジア一般

アメリカのアジア政策

東南アジアの都市

フィリピン・貿易，東ifiアジア・姐商政策，経済ナ
ショナリスム

経済成長と都市化，品村1Jfi発

後進囲の経済発展

東南アジア，南アジアの村落叫発（工業化）

祁外のi（碓（甜，マラヤのゲリラ共産主汲

東南アジアの知識府，批論，および経済開発

マラヤ，クイ，ラオス，カンポジアの政治，経
済一般

南アジアの政治

束附アジアの経済l}股l発，インドネシアおよびビ
ルマの開発計画
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IV 文献目録

ここにあげてある論文は年代順とし同年代の場合は

アルファペット順に配列した。なお当該論文を収録して

いる雑誌名ほ以下の略号を使用した。

AAAPSS =American Academy of Polilical and 
Social Science, A n11a/s 

AICCER =A: I. C. C. Economic Review 
AUFSBRL=America,；珈iversitiesField Staff, Re-

EcW 
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IL 
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=Economi dan Kcuangan Indonesia 
=Eastern World 
=Far Eastem Economic Review 
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